
河川予測技術を活用した低水管理ソリューション

三菱電機株式会社

ダムA ダムB ダムC

河川流況確認(現況)

各ダムと事前調整、判断

河川流量監視

補給量決定

補給・操作指示書作成

関係機関に連絡

対象ダムの放流操作

ノウハウを持った職員に
よる流量の予測

河川流況確認(現況)

補給・操作指示書作成

関係機関に連絡

AIによる流量の予測
※長時間先、高精度
（負担軽減、精度向上）

高
度
な
ノ
ウ
ハ
ウ

・利水基準点の上流には、役割が様々な複数のダムが存在し、複雑な水理系統や運用の理解が必要

・複数の監視システム等から多種多様な情報を職員が取得して、流況を把握・予測しており、職員の負担大

・水系に携わる複数のダム管理者や利水者との複雑な調整・判断

・昼夜問わず流況を把握し用水補給量の判断や指示しており多大な労力

・特定の職員への負担増加、技術伝承が都度必要

◎河川管理における低水管理の取り巻く環境、課題

AI予測技術により、ダム下流の流量予測地点の水位・流量を長時間先まで予測し、

用水補給量の検討・判断を支援します。

～高度なノウハウが必要な低水管理を現況の見える化と予測値の提供で支援！～

ﾀﾞﾑｺﾝA ﾀﾞﾑｺﾝB ﾀﾞﾑｺﾝC

ＦＡＸ

業務負荷の軽減

利⽔基準点

このままだと12時

間後に流量が不
足しそうなので、
Ａ、Ｂダムに5トン、
放流を依頼しよう。

ＦＡＸ

Ｃダムにも放流を
依頼したいけど、
今は、発電効率
が悪いので嫌が
りそう・・・

１．複雑かつ高度な業務のため職員の負荷大

２．職員数の減少／ノウハウ継承

各ダムの
各種制約を考慮した

ダム毎の最適操作を提案
（検討・調整時間の短縮）

◎ソリューション概要

補給量決定

予測結果等から
最適補給量を提案

（負担軽減）
各ダムの制約を考慮する
等のノウハウをもった組合
せ放流パターンの検討

ノウハウを持った職員に
よる補給量検討

利⽔基準点

※将来

※将来人手作業が中心

ステップ1

ステップ3

ダム群連携操作運⽤シミュレーション
（放流計画の⾃動作成）

ステップ2

従来方法 低水管理支援システムの導入後

職員の技術伝承

流域全体の効率的な運用

ダム毎のルールに
よる単独で操作

治⽔容量

河川流量監視

対象ダムの放流操作

最適な⽤⽔補給量の判断

システムが多いし、
情報量も多い・・・

発電ダムは情報
が無いから予想す
るしかない・・・

複数ダム連携運⽤で効率化

ダムA ダムB ダムC

Web配信、ﾒｰﾙ通知

流量予測

※将来
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◎システム構成／機能

◎効果／特徴

１．長時間先まで水位・流量を予測し、用水補給量の検討や判断等の低水管理業務を支援

▶ダム群の下流の流量予測地点の水位・流量を１２時間先まで高精度に予測

２．複数ダム群最適運用により、水系全体の効率的かつ効果的な河川管理の実現（※将来）

▶各ダムの各種制約を考慮した用水補給量、複数ダム群の最適運用（放流計画支援）を提案し、

利水リスクの回避だけでなく、効率的な運用を実現

３．導入の容易さ、柔軟性

▶利用可能な限られたデータでも当社独自アルゴリズムにより予測が可能

▶多様な物理モデルを組み合わせることで、流域の特徴に合わせた予測モデルを構築可能

職員

自宅

モバイル

低水管理支援
システムイントラネット

Web配信

河川情報システム

テレメータシステム

○○システム

・
・
・

関連システム

事務所

監視端末

メール通知

インターネット

専用線

ダム管理所

ダム管理システム

ダム管理所

ダム管理システム

・・・

※将来

ダム伝搬遅延
推定部

発電放流
除去部

降雨時逓減率
推定部

流量予測部

予測水位・流量

ダム放流
除去部

モデルパラメータを
データ同化により逐次最適化

データ無しで発電放流を除去

ダム放流による流量変動を
推定に取り込み

トレンドモデル+カルマンフィルタ
による時系列処理

ダム諸量

流域情報

雨量

ノウハウ

入力データ

AI予測モデル

水位・流量を予測

（～１２時間先）

専用線

◎技術の特徴

データが不足していても、流量変動パターンから
自流の流量と発電ダムの流量を推定し、水量を分離

ダム放流量を考慮した予測

データレスで発電ダムの
発電水量を推定し、除去

逐次最適化により誤差低減

リアルタイムの実績を用いて、データ同化技術により
予測モデルを逐次最適化

水位


